
                                  

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
活

動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
で
あ
る

野
幌
国
有
林
で
実
施
し
て
い
る

「
野
幌
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
16
年
９
月
、
台
風
18
号

が
北
海
道
に
上
陸
し
、
野
幌
森

林
公
園
（
約
８
割
が
国
有
林
）

に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
台
風

被
害
が
発
生
し
、
早
急
な
復

旧
・
森
林
再
生
等
の
取
組
み
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

被
害
を
受
け
た
「
野
幌
の
森
」

の
再
生
目
標
を
「
百
年
前
の
原

始
性
が
感
じ
ら
れ
る
自
然
林
を

目
指
し
た
森
林
づ
く
り
」
と
し
、 

 

①
天
然
林
被
害
地
は
自
然
の

推
移
に
委
ね
る 

 

②
人
工
林
被
害
地
は
人
手
を

か
け
、
自
然
林
を
再
生
さ
せ
る 

 

③
森
林
再
生
活
動
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
市
民
参
加
を
積

極
的
に
進
め
る 

こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
「
野

幌
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
策
定
し
、
具
体
の
活
動
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
森
林
再
生
を
目
に
見
え

る
形
に
す
る
た
め
、
自
然
環
境

の
変
化
の
把
握
を
目
的
に
、
学

識
経
験
者
か
ら
な
る
「
野
幌
自

然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
討
会
」

を
設
置
し
、
森
林
植
生
、
菌
類
、

歩
行
性
甲
虫
、
野
生
動
物
に
つ

い
て
、
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

調
査
の
対
象
は 

①
森
林
再
生
活
動
地
（
植
栽
地
） 

②
良
好
な
自
然
林 

③
風
倒
木
を
搬
出
し
た
が
植
栽

し
て
い
な
い
箇
所
（
半
処
理
区
）

④
風
倒
木
を
搬
出
せ
ず
植
栽
も

し
て
い
な
い
箇
所
（
未
処
理
区
） 

の
４
つ
に
区
分
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。 

※
動
物
撮
影
に
つ
い
て
は
、
野
幌
国

有
林
の
全
域
を
網
羅
す
る
よ
う
12
箇

所
に
装
置
を
設
置
（
夏
、
秋
） 

         
【
各
調
査
の
目
的
と
結
果
】 

○
森
林
植
生
調
査 

樹
木
の
成
長
量
や
下
層
植
生

を
調
査
し
て
い
ま
す
。 

再
生
活
動
地
に
お
け
る
、
植

栽
木
は
年
々
着
実
に
伸
長
成
長

が
増
し
、
枝
張
り
が
広
が
り
サ

サ
の
植
生
高
を
抜
け
つ
つ
あ
る

の
で
サ
サ
と
の
競
争
は
考
え
な

く
て
も
良
い
段
階
に
入
っ
て
い

ま
す
。 

○
菌
類
相
調
査 

 

森
林
生
態
系
に
お
け
る
菌
類

は
分
解
者
と
し
て
機
能
し
、
森

林
の
生
育
に
深
く
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
で

見
ら
れ
る
種
の
経
年
的
な
変
動

や
箇
所
に
よ
る
違
い
を
比
較
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
再
生

活
動
地
と
良
好
な
自
然
林
で
は
、

確
認
種
数
の
増
減
が
見
ら
れ
た

も
の
の
、
確
認
種
の
出
現
頻
度

に
著
し
い
変
化
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
再
生
活
動
地
で
は
新

種
の
確
認
が
増
え
て
い
ま
す
。 

○
歩
行
性
甲
虫
相
調
査 

 

オ
サ
ム
シ
等
の
歩
行
性
甲
虫

は
、
環
境
の
変
化
に
最
も
敏
感

に
反
応
す
る
分
類
群
の
一
つ
で

す
。 

 

ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
（
落
と
し

穴
）
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
捕
獲
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
総
合

的
に
見
て
、
開
放
性
の
昆
虫
の

割
合
が
減
少
し
、
森
林
性
の
歩

行
性
甲
虫
の
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。 

○
野
生
動
物
相
調
査
の
評
価 

 

エ
ゾ
シ
カ
の
侵
入
や
ア
ラ
イ

グ
マ
の
増
加
は
、
森
林
生
態
系

に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
動
撮
影
装

置
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

確
認
種
数
と
確
認
種
構
成
に

大
き
な
違
い
は
な
く
生
息
す
る

ほ
乳
類
に
目
立
つ
変
化
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
は
撮
影
頻
度
の

増
加
が
見
ら
れ
、
生
息
数
の
増

加
が
推
察
さ
れ
ま
す
。 

特
定
外
来
種
の
ア
ラ
イ
グ
マ

は
、
撮
影
頻
度
は
減
少
し
て
い

る
が
在
来
種
へ
の
影
響
な
ど
引

き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
エ
ゾ
シ
カ
の
撮
影
頻
度

は
今
の
と
こ
ろ
低
く
、
森
林
へ

の
影
響
は
ま
だ
少
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。 

 【
今
後
に
向
け
て
】 

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら

は
、
順
調
な
森
林
再
生
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。 

今
後
は
各
種
貴
重
な
調
査
デ

ー
タ
を
基
に
森
林
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

石狩地域森林ふれあい推進センター 
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